
板橋区⽴蓮根⼩学校 主幹教諭 鈴⽊健⼀ 1

トップアスリートによる特別授業を取り入れた
オリンピック・パラリンピック教育が児童に与える効果の検討



○⾃⼰鲗肯定鱜⾃鲎鱳⽬標鲗持鱨鱫，⾃鲎鱳鳑鲱鳀鲗⽬指鱞意欲鱭態度鲗備鱍鱤⼈間
○鲱鳓鱅゚鲼鱰親鱜鲄，知・徳・体鱳調和鱳鱭鲑鱤⼈間
○⽇本⼈鱭鱜鱫鱳⾃覚鱭誇鲏鲗持鱦，⾃鲎学鱸⾏゙動鱫鱒゙鲐国際感覚鲗備鱍鱤⼈間
○多様性鲗尊重鱜，共⽣社会鱳実現鲉国際社会鱳平和鱭発展鱰貢献鱫鱒゙鲐⼈間

育成すべき⼈間像とオリ･パラ教育の⽅法（東京都教育委員会，2017a）
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各運動領域鱳内容鱭鱳関連鲗図鲏，鳣鱅鳣鲉鳖鳂鱅鲗遵守鱞鲐鱘鱭鲉鳍鲟鲚鳏
鳤鱅鲗⼤切鱰鱞鲐鱘鱭鱯鱮，児童鱳発達段階鱰応鱝鱫，運動鲗通鱜鱫鲱鳕鱅鲼鱳意
義鲉価値等鱰触鲑鲐鱘鱭鱑鱬鱒鲐鲍鱋鱰鱞鲐鱘鱭。

⼩学校学習指導要領解説体育編（⽂部科学省，2018）

オリ･パラ教育の基本的な考え⽅

オリンピック
の精神 スポーツ

⽂化 環境

学ぶ 観る

する ⽀える

4つのテーマ 4つのアクション



平成28年度オリ･パラ教育重点校実施状況（東京都教育委員会，2017b）

実施校 体育科指導
オリンピアン
講演

オリンピアン
実技指導・体験

パラリンピアン
講演

パラリンピアン
実技指導・体験

⼩学校 23 12 2 2 12 12

中学校 16 2 5 3 5 4

⾼等学校 5 2 1 0 7 5

特別⽀援
学校 4 2 2 2 2 2

◎鲢鳢鳫鳌鲚鳫鱰鲍鲐講演・実技指導鱳機会鱑少鱯鱉。
◎事例鱳紹介鱰留鲃鲏，効果鱳検証鱴鱯鱚鲑鱫鱉鱯鱉。
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研究の⽬的

単元内鱰鱏鱉鱫，鲢鳢鳫鳌鲻鲧鳙鲸鳢鲱鳀（以下，GT)鱰鲍
鲐特別授業鱳位置付鱖鲗変鱍鱤鲢鳢･鳉鳡教育鱑児童鱳技能鲉
学習意欲，⾃尊感情鲉友達鱭鱳鱐鱐鲔鲏鱰対鱜鱫与鱍鲐効果
鲗検証鱜，鲍鲏効果的鱯鲢鳢・鳉鳡教育鱳実施鱰向鱖鱤⽰唆
鲗得鲐鱘鱭。
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1．GT鱰鲍鲐特別授業鱳位置付鱖鲗変鱍鱤検証授業鱳実施
(都内公⽴⼩学校5年⽣3学級84名）

GT：鲢鳢鳫鳌鲻鲧
男⼦体操団体鳙鲸鳢鲱鳀

2．各調査鱳実施(SPSS�Statistics�ver.25鱬統計処理：有意⽔準5％)
1)診断的･総括的授業評価：児童鱳意識鱳変容鲗把握・評価鱜，学習前後鱬
⽐較（⾼橋，2009）
2)運動能⼒調査：開脚前転鱳技能鲗得点化鱜，学習前後鱬⽐較
3)声鱐鱖⼈数･内容調査 ：毎授業後鱰声鱐鱖鱳⼈数鲗集計鱜，群同⼠鱬⽐較
4)⾃尊感情測定尺度：学習前後鱳得点鲗次元鱙鱭鱰⽐較
(伊藤・岩本，2010)

特別授業鱳後鱰単元学習鲗実施： 前群
単元中盤鱰特別授業鲗実施： 中群
単元終了後鱰特別授業鲗実施： 後群
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⽅法 検証授業の実施



内容 前転・⼤鱒鱯前転 後転 側⽅倒⽴回転 開脚前転 開脚後転 とび前転 ロンダート 特別授業
前群 2 3 4 5 6 7 8 1
中群 1 2 3 4 6 7 8 5
後群 1 2 3 4 5 6 7 8

10
分

基本的鱯体鱳動鱐鱜⽅鲉感覚鲗⾝鱰付鱖鲐運動鱰取鲏組鲅
鲋鲏鱐鱙→⾸倒⽴ 補助倒⽴ 腕⽴鱫横跳鱸越鱜 鲋鲏鱐鱙壁鲷鲻鲹

18
分

①教師鲉GT鱳試技鲗⾒鱫，鳕鲜鳫鳀鲗知鲏，動鱒鱳流鲑鲗確鱐鲆鲐
②技鲗3回試鱜，動鱒鱳感鱝鲉友達鱳鲚鳁鳈鲜鲱鲗鲇鱭鱰課題鲗把握鱞鲐
※鲨鳣鱅鳏鱳他鱳児童鱴動鱒鲗鲄鱫，鱬鱒鱵鱍鱰鱩鱉鱫助⾔鱞鲐

12
分

①学習⽅法（運動鲉場）鲗選鱸，課題解決鱰向鱖鱫運動鱰取鲏組鲅
②続鱖鱫２回運動鱜，動鱒鱳感鱝鲉友達鱳鲚鳁鳈鲜鲱鲗鲇鱭鱰動鱒鲗確鱐鲆鲐
※鲨鳣鱅鳏鱳他鱳児童鱴動鱒鲗鲄鱫，鱬鱒鱵鱍鱰鱩鱉鱫助⾔鱞鲐

5分 友達鱭鱳学鱸合鱉鲉運動鱰鱩鱉鱫振鲏返鲏，次時鱰鱩鱯鱗鲐 GT鱳演技鲗鲄鲐

慣れタイム

振り返り

ポイントタイム

チャレンジタイム

⽅法 検証授業の指導計画

6



・技鱳達成鱭鳕鲜鳫鳀鱳習得鲗評価

・技鱳達成4点

・3鱩鱳鳕鲜鳫鳀鱳習得2点

・技鱳達成【4点】
＋

鳕鲜鳫鳀鱳習得【2点】×3（鳕鲜鳫鳀）＝10点満点

⽅法 1．運動能⼒調査
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②体を開いたまま
順次接触して回転

③つま先から着
き，
マット

①マットをけり，
腰を高くする

③ひざを伸ばしたまま
振り下ろして開く
手をまたの近くに着いて
開脚立ち
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⽅法 1．運動能⼒調査



鱞鱾鱫鱳群鱳毎検証授業後鱰質問紙調査鲗実施
〇授業鱬友達鱰伝鱍鱤鱘鱭鲗⾃由記述 〇記述鱜鱤児童鱰鲍鲐誤字・脱字鱳修正
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2．筆者・学級担任教諭2名の計3名によるコーディング

質的データの検討

⽅法 2．声かけ⼈数・内容調査

1．全記述内容をデータ化（Microsoft	Excelを使⽤：866⽂）

3．各記述をカテゴリ化（3名鱳教諭鱰鲍鲐合議鱰鲍鲐）

励鲃鱜・称賛 鲚鳁鳈鲜鲱
〇技の達成・未達成やポイントの可
否を含むできばえの評価

〇次の運動に向けての⼼的な励まし

〇運動局⾯や体の部位・動きについて
の⾔葉かけ

〇運動した児童が⾃⼰の動きの課題に気
付いたり，次の動きの⼯夫に⾒通しを
もったりすることができる内容

技術的な内容を含まない助⾔ 技術的な内容を含む助⾔



鱞鱾鱫鱳⾃分鱳要素鲗包括鱜鱤意味鱬鱳「⾃分」鲗他者
鱭鱳鱐鱐鲔鲏合鱉鲗通鱜鱫，鱐鱖鱑鱍鱳鱯鱉存在・価値鱇
鲐存在鱭鱜鱫鱭鲎鱍鲐気持鱦
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1．⾃⼰評価・⾃⼰受容
⻑所鲉短所鲇含鲆鱫，⾃分鲗鱐鱖鱑鱍鱳鱯鱉存在鱭思鱍鲐鱘鱭

2．関係の中での⾃⼰
他者鱳⼒鱰鱯鲒鱋鱭鱜鱤鲏周囲鱰感謝鱜鱤鲏鱞鲐鱘鱭

3．⾃⼰主張・⾃⼰決定
⾃分鲗表現鱜鱤鲏，⾃分鱬決鲆鲎鲑鱤鲏鱞鲐鱘鱭

自尊感情測定尺度
〇22鱳質問項⽬鱰対鱜鱫4件法(鱇鱫鱴鲃鲐 /�鱮鱦鲎鱐鱭鱉鱍鱵鱇鱫鱴鲃鲐 /�鱮鱦
鲎鱐鱭鱉鱍鱵鱇鱫鱴鲃鲎鱯鱉 /�鱇鱫鱴鲃鲎鱯鱉)鱬回答
〇回答結果鲗3次元鱬集計・得点化→ 学習前後鱬対応鱇鲏鱳 t�検定鱰鲍鲐差鱳分析

自尊感情

⽅法 3．⾃尊感情測定尺度 （伊藤・岩本，2010）



1．診断的･総括的授業評価（前群:n=28，中群:n=29，後群:n=27）結果
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1．診断的･総括的授業評価（前群:n=28，中群:n=29，後群:n=27）結果
できる次元 まもる次元



開脚前転

群 前群 中群 後群

ポイント ① ② ③ 合計 ① ② ③ 合計 ① ② ③ 合計

学習前
(M±S.D)

1.14
(1.01)

0.93
(1.02)

0.21
(0.63)

0.86
(2.58)

1.34
(0.94)

0.69
(0.97)

0.20
(0.62)

0.83
(2.54)

0.96
(1.02)

0.81
(1.00)

0.07
(0.38)

0.22
(1.15)

学習後
(M±S.D)

1.86
(0.52)

1.14
(1.01)

0.64
(0.95)

3.14
(4.66)

1.51
(0.87)

1.51
(0.87)

0.97
(1.02)

4.69
(4.96)

1.56
(0.81)

1.04
(1.02)

1.26
(0.98)

5.62
(4.54)

t 値
(df)

＊＊

-3.87
(27)

n.s

-1.36
(27)

＊

-2.71
(27)

＊＊

-3.00
(27)

n.s

-0.63
(28)

＊＊

-3.04
(28)

＊＊

-3.64
(28)

＊＊

-3.95
(28)

＊＊

-2.84
(26)

n.s

-1.00
(26)

＊＊

-6.15
(26)

＊＊

-6.29
(26)

＊：p <	.05	，＊＊：p <	.01
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2．運動能⼒調査（前群:n=28，中群:n=29，後群:n=27）結果
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3．声かけ⼈数･内容調査 （前群：n	=	28）結果



平均
アドバイス 16.00	

励まし・称賛 13.50	

合計 29.50	
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3．声かけ⼈数･内容調査 （中群：n	=	29）結果
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平均
アドバイス 23.63	

励まし・称賛 23.75	

合計 47.38	
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3．声かけ⼈数･内容調査 （後群：n	=	27）結果
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F	(2,21)=4.95＊

F	(2,21)=25.30＊＊

F	(2,21)=15.59＊＊

3．声かけ⼈数･内容調査（n=24；前群:n=8，中群:n=8，後群:n=8）結果



＊：p <	.05 18

評価項目 前群
M(±S.D)

t 値
(df)

中群
M(±S.D)

t 値
(df)

後群
M(±S.D)

t 値
(df)

自己評価・
自己受容

前 2.56(0.72)
n.s

-1.30
(27)

2.82(0.56)
n.s

-1.70
(28)

2.71(0.68)
n.s

-1.89
(26)後 2.72(0.91) 3.02(0.63) 2.95(0.50)

関係の中
での自己

前 2.90(0.65)
＊

-2.36
(27)

3.14(0.52)
n.s

0.11
(28)

2.96(0.60)
＊

-2.06
(26)後 3.14(0.53) 3.13(0.58) 3.16(0.44)

自己主張・
自己決定

前 2.83(0.68)
n.s

-0.91
(27)

3.02(0.52)
n.s

-0.04
(28)

2.82(0.64)
n.s

-0.82
(26)後 2.93(0.74) 3.02(0.61) 2.91(0.52)

4．⾃尊感情測定尺度（前群:n=28，中群:n=29，後群:n=27)結果



○単元内の位置付けにかかわらず，トップアスリートによる特別授業を含む
学習により，児童の体育学習に対する意識と運動技能は⾼まった。

○学習後の前群と後群の⾃尊感情得点は微増し，｢関係の中の⾃⼰｣におい
ては有意な⾼まりが⾒られた。

〇学習後の中群の｢関係の中の⾃⼰｣得点には減少が⾒られ，｢⾃⼰主張･⾃
⼰決定｣には変容が⾒られなかった。互いに動きをみ合ったり，友達に動
きを修正するためのアドバイスや励ましの声かけをしたりする機会が少
なかったために，⾃尊感情が⾼まらなかった。
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○後群は，中群よりも有意に多くの児童が動きの修正のための具体的なアドバ
イスをした。
〇後群は，前群や中群よりも有意に多くの児童が友達に声かけをしていた。
〇中群は，特別授業に向けて課題の技を達成するための焦りが⽣じ，⾃⼰の動
きを⾼めることのみに意識が向いてしまい，友達との動きのみ合いや声かけ
に対する志向性が減少した。

まとめ
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【単元はじめの特別授業】

特別授業で学習した動きや学び⽅をそ
の後の単元学習に活⽤

【単元終盤での特別授業】

特別授業までに動きを⾼めることや学
び⽅を習得することへの意識の⾼揚

↓
友達との動きのみ合い・アドバイスの充実

↓
⾃尊感情の⾼まり

【単元中盤での特別授業】
特別授業までの学習で動きを
⾼める必要性・焦り

↓
友達との動きのみ合い・
アドバイスへの志向性の減少

学び⽅を⾝に付けた上で，単元学習後に特別授業を実施することが
児童の⾃尊感情を⾼める上で効果的である可能性

結論
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